
 

 

BobCAD-CAM V34の新機能 

イントロダクション 

今回リリースされた BobCAD-CAM V34は、これまで以上に多くの機能を備えています。今回のリリースでは、使いや

すさとツールパスのパワーアップの 2つの大きなトピックに焦点を当てることにしました。私たちはお客様と密接に協力

し、お客様の日常的なプログラミングのニーズや、プログラムをより早く機械に届けるための細かいニュアンスに耳を傾

けてきました。右クリックの回数を減らすこと、レイヤーマネージャーをより整理すること、ワークオフセット番号を管理す

るためのツールを追加すること、パーツのバリ取りのための新しいツールパスを追加することなど、すべてのお客様が

プログラミングをより便利に感じられるような製品の強化点があります。 

 

このバージョンでは、以下の機能に影響する 37のアップグレードと機能強化が行われています。: 

  

• CAD 

• CAM 

• 一般 

• ミル 

• ポスト 

• 一般 

 

BobCAD-CAM V34 リリースは、以下の言語で使用できます: 

  

• 英語 

• スペイン語 

• フランス語 

• ドイツ語 

• トルコ語 

• 日本語 

• チェコ語 

• ポルトガル語 

• イタリア語  



 

 

CAD 

ソリッドエッジの中点スナップ 

新しい V34では、サーフェスエッジの中間点スナップという便利な機能が追加されています。これまでは、サーフェスエ

ッジの始点と終点のみがスナップポイントとなっていました。これはほとんどの場合において完璧でしたが、時折、中間

点が必要になることがありました。スナップポイントがない場合、サーフェスからエッジを抽出して、線の中心を使用する

という、少し余分な作業をする必要がありました。今回、中間点が利用できるようになったことで、必要な場所にジオメト

リをスナップすることがこれまで以上に簡単になりました。  

 

前のスナップポイント 新しいスナップポイント 選択 

   

最も近いスナップ点への結合 

直線と連続線機能に、強調表示された要素のポインタ位置にスナップするか、要素の最も近いスナップポイントにスナ

ップするかを制御するチェックボックスが追加されました。本来、これらの機能は自動的に最も近いスナップポイントに

スナップしていましたが、お客様からのご要望により、ポインタの位置にスナップするように更新しました。しかし、この

アップデートを行ったところ、お客様から「元に戻してほしい」という要望が多く寄せられました。そこで、このバージョン

では、このバージョンでは、ダイアログ内の 2つのオプションを簡単に切り替えれるようにしました。 

  

 
最も近いスナップ点へ結合 

 
最も近いスナップ点へ結合 

  



 

 

サーフェイスに投影：曲線上に投影 

「サーフェイスに投影」機能により、別々の曲線を一緒に投影して図形を作成することができます。「サーフェイスに投

影」機能は、曲線を投影して追加のジオメトリを作成する便利な機能ですが、これまでは、投影する対象が以前に作成

したサーフェイスしかありませんでした。場合によっては、これらのサーフェイスが存在しないこともあり、曲線を投影す

る前に時間をかけてサーフェイスを作成する必要がありました。新しい「曲線上に投影」オプションでは、この作業がす

べてバックグラウンドで行われます。最初の曲線を選択し、2番目の曲線を選択し、方向を設定して、OKをクリックする

だけです。BobCADがすべての作業を行ってくれます。 

  

最初の曲線を選択 2番目の曲線を選択 プレビュー表示 作成された曲線 

    

サーフェイスに投影：方向 

「サーフェイスに投影」機能により、新しい「方向」オプションを使って、投影の方向を決定できるようになりました。これま

では、投影は常にアクティブな UCSの Z方向に沿って行われていました。これは理にかなっていますが、意図した結

果を得るために UCSを更新したり、新しい UCSを作成したりしなければならないことがありました。今回の変更によ

り、UCSを調整することなく、「サーフェイスに投影」ダイアログで直接方向をコントロールできるようになりました。 

 

方向：Z方向  方向：ピック 
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直径のテキストフィールド 

現在、BobCAD-CAM V34 には、多くの CAD機能で「直径」のテキストフィールドが用意されています。従来、これらの

形状作成ダイアログには「半径」しかありませんでした。これは、テキストフィールドが計算機でもあるため、大きな問題

ではありませんでした。しかし、直径を考えていて半径しか入力できなかった場合、適切な直径を入力した後に「/2」を

入力しなければならず、BobCADが適切な半径を計算することができませんでした。このバージョンでは、直径のテキ

ストフィールドがいつでも必要なときに使えるようになっています。  

 

 

レイヤマネージャーの更新 

レイヤーマネージャーには、整理を容易にする便利なオプションが追加されました。: 

• グループ 

• 現在のレイヤへの変更 

• このレイヤーのみを表示 

• レイヤー図形の選択 

  

CAMツリーにグループフォルダを追加したとき、お客様には喜んでいただけました。ようやく、フォルダやサブフォルダ

を使ってツリーを素早く簡単に整理できるようになりました。今回の BobCAD-CAM V34では、同じグループをレイヤー

マネージャーにも追加しました。レイヤーマネージャーのクイックアクセスメニューに「現在のレイヤに変更」オプション

が追加され、選択した図形をアクティブなレイヤに素早く移動できるようになりました。また、特定のレイヤーを右クリッ

クすると、自動的にすべてのジオメトリを一度に選択できるようになりました。そして、まったく新しい機能としてレイヤー

を右クリックして「このレイヤーだけを表示」を選択すると、他のすべてのレイヤーを自動的に隠すことができます。

 



 

 

ソリッド面取り幅 

「ソリッド面取り」機能が更新され、意図した幅で面取りを定義するオプションが追加されました。従来、「ソリッド面取り」

機能に入力される値は、下の画像に示されているように、斜辺である「長さ」でした。この値は既知のものではない場合

があるため、面取りの作成をより簡単にするために「幅」のオプションを追加しました。 

  

面取り幅 面取り長さ 

  

  



 

 

シルエット 

新しいシルエット機能では、パーツの全体的なアウトラインを、2次元の平面上に平らに配置したかのように得ることが

できます。パーツのアウトラインを取得することは、特に STL ファイルの場合、難しいというか不可能なことがあります。

過去においては、これまでは、下図のように曲線と交差する平面の交点を取得していましたが、適切なアウトラインを

作成するには不十分でした。 

 

   
 

「エッジ抽出」機能で「Z平面へ投影」オプションを使用すると便利ですが、選択したすべてのエッジに対して曲線が作

成され、目的のジオメトリに手動で縮小するには時間がかかります。 

 

  
 

新しいシルエット機能では、ジオメトリを選択し、方向を設定、必要に応じてオプションを調整して OKをクリックします。

さらに STLモデルも対応しています。! 

 

  



 

 

 

セレクションマネージャー 

新しい「セレクションマネージャー」では、任意の数の要素を選択し、単一の選択項目として保存することで、将来、それ

らのすべてを 1 クリックで選択出来るようになりました。新しいバージョンでは、BobCAD-CAMはより使いやすくなりま

すが、どんなに簡単でも、形状選択には時間がかかります。多数の要素を選択する必要がある場合、必要な図形を選

択するために、モデルをズーム、回転、およびパンするのに時間がかかります。しかし、新機能の「セレクション・マネー

ジャー」では、同じ図形を 2度も選択する必要はありません。図形を選び、図形を選択として保存するだけです。次に

同じ図形を選択する場合は、「セレクションマネージャー」でクリックして、すべてを一度に選択します。 

  

希望する要素をすべて選択 セレクションの保存 シングルクリックで選択出来ます! 

   

アイソカーブ抽出 

BobCAD-CAM V34には、サーフェイスからアイソカーブを自動的に抽出する機能が追加されました。これで、サーフェ

イスデータの情報からワイヤフレーム曲線を得ることができます。新しい「アイソカーブ抽出」機能を使用して、サーフェ

イスを選択し、U方向と V方向の値を設定します。その他画面領域でマウスを使って、作成する曲線の位置を選択す

ることもできます。 

ソリッド/サーフェイス 選択したサーフェイス 作成された図形   

    
  

この機能は、作成中のアイソカーブをトリミングしたり、トリミングされていない状態のサーフェイスに延長することもでき

ます。以下の画像では、サーフェイスの元のサイズに注目してください。「アイソカーブをトリム」オプションを使用する

と、曲線のトリム方法をコントロールできます。 

サーフェイス/ワイヤフレーム トリムサーフェイス  
アイソカーブをトリムする 

 
アイソカーブをトリムする 

    



 

 

CAM 

一般 

設定ダイアログの更新 

ユーザーインターフェースページ：ツリー動作 

「設定」ダイアログの新しい「ユーザーインターフェース」ページには、「バックステージ」の「ユーザー・プロファイル」ペー

ジにある「テーマ」や「選択マスク」オプションのように、すでにおなじみの項目がいくつかありますが、新たに「ツリー動

作」オプションもあります。右クリックの必要性をさらに減らすために、アイテムをダブルクリックするだけで機能や操作

などの編集ができるようにしました。また、これをオプションとして設定できるようにしたので、以前のようにアイテムを展

開したり折りたたんだりする方法が好きなユーザーは、オプションとして設定することができます。 

 

• 編集 - ウィザード、ジオメトリ、セットアップツールなどでパラメータを調整できるように、該当するダイアログを起

動します。 

• 展開/折りたたみ - CAMツリー内の項目を展開および折りたたみができます。 

  

 
  

  



 

 

CAMページ: 新しい項目を自動で非表示 

「新しい項目を自動で非表示」オプションを使用すると、新しい CAM フィーチャのツールパスを作成時に隠すことができます。デフ

ォルトでは、フィーチャが作成されるとすぐに、そのフィーチャーのすべての操作のツールパスが表示されます。シミュレーションを

行う前に、ツールパスが思い通りに表示されているかどうかを確認したいと思うので、理にかなっています。しかし、多くの加工が

重なっている場合、そのフィーチャーのツールパスを確認することはほとんど不可能です。CAM ツリーで操作をクリックしてツール

パスを確認できるようにフィーチャーをブランクにするのは簡単ですが、今回のバージョンでは、デフォルトで新しく作成した機能を

ブランクにすることで、余分なマウスクリックを省けるようにしました。 

 

 
 

CAMページ：外観と操作感 

このバージョンの BobCAD-CAMでは、CAMツリーでの右クリックの手間を省き、各項目の状態を一目で確認できるよ

うになりました。デフォルトでは、CAMツリー項目のステータスを変更するには、項目を右クリックしてコンテキストメニュ

ーからステータスを更新する必要があります。右クリックすると、そのステータスを示すアイコンが項目名の前に表示さ

れます。これは標準的な方法ですが、[設定]メニューの[CAMツリー]の新しい[外観と操作感]オプションを使用すると、

新しい[拡張スタイル CAM ツリー]に切り替える事ができ、右クリックの回数を減らし、視覚的に整理することができま

す。1 クリックで「表示/非表示」と「ポストはい/いいえ」を選択出来ます。 

 

旧スタイル 拡張 

  



 

 

 

外観と操作感オプション 

今回の拡張 CAMツリーでは、さらに、その外観や操作性をユーザーがコントロールできるようにしました。お客様に相

談したところ、これらの新しいオプションを希望するユーザーがいることが明らかになったので、自分で選択できるオプ

ションを用意しました。これらのオプションでは、CAMツリーのどちら側にステータスを表示するか、ステータスをアイコ

ンで表示するかチェックボックスで表示するかを決めることができます。 

  

 
  

ステータスロケーション   ステータススタイル 

左 右   アイコン チェックボックス 

  

  

  
  

  



 

 

CAMページ:フォントを表示する 

ポストマネージャーで出力されたコードに使用されているフォントを制御できます。お客様の利便性を向上させるために

投稿管理画面を更新してきましたが、その中でお客様からのご要望が多かったのが、コードに使用するフォントを更新

する機能でした。今回の機能拡張は、見た目の美しさを追求したものですが、お客様の要望により、この機能を実装し

ました。  

 
  

 

* 責任を持ってフォントを変更してください。 

 

 

  



 

 

クーラントオプション 

旧バージョンの BobCADでは、操作ごとに 1つのクーラントオプションしか有効にすることができませんが、ほとんどの

お客様にとっては問題ありませんでした。しかし、最近の多くの機械では、一度に複数の冷却水オプションを有効にす

ることができ、メーカーごとにコードの取り扱いが少しずつ異なっています。現在、BobCADは、ポスティング部門と協力

して、オペレーションにカスタムポストダイアログを作成する代わりに、BobCADはオプションで使用できる 10個までの

クーラントのオン/オフコードをネイティブにサポートします。 

この新機能を追加するには、既存のポストプロセッサを変更する必要となりますのでご注意してください。 

  

 
  

一度設定したクーラント・オプションは、操作工具ページからクーラントダイアログを起動することで、単一のクーラント・

オプション、またはこれらのクーラント・オプションの組み合わせをオンにすることができます。 

 

  
 

  



 

 

ジオメトリもコピー 

新しい「ジオメトリもコピー」オプションを使用すると、フィーチャーのすべての設定とフィーチャに関連付けられたすべて

の図形をコピーし、同じドキュメントに貼り付けることができます。 

  

 

工程を作成する際、機能をコピー＆貼り付けすることは、時間の節

約になります。また、時間をかけて設定した内容をすべて確認する

ことで、安心して作業を進めることができますが、これまで必ず図

形は選択し直さなければなりませんでした。これは、複数の境界

線、干渉チェックのために選択された様々なサーフェイス、高度な

許容値が適用された他のサーフェイスなどがある場合には、非常

に面倒です。しかし、新しい「ジオメトリもコピー」オプションを使え

ば、これらの問題は過去のものとなります。これまで以上に簡単に

操作をコピー出来るようになりました。 

  

  



 

 

バックプロットの表示非表示 

バックプロットの新しい表示オプションでは、工具の個々のコンポーネントを非表示にすることができます。これまでは、

個々の部品ではなく、工具アセンブリ全体の透明度を制御することができました。今回のリリースでは、ツールのどの

部分を表示するかを決定できます。 

  

ホルダー 

アーバー 

シャフト 

フルート 

ホルダー 

アーバー 

シャフト 

フルート 

ホルダー 

アーバー 

シャフト 

フルート 

ホルダー 

アーバー 

シャフト 

フルート 

ホルダー 

 アーバー 

 シャフト 

フルート 

     
  

この機能は旋盤加工のバックプロットにも利用できます。 

  

   ホルダー 

インサート 

ホルダー 

インサート 

ホルダー 

インサート 

   
  

CAMウィザードツリー状態の保持 

このバージョンでは、すべての CAMウィザード内のツリーの展開/折りたたみ状態が、ファイルの保存時に保持されま

す。多くの操作を必要とするフィーチャーを作成する場合、ツリー内の項目がページからはみ出してしまい、個々の操

作を折りたたんだり展開するのに便利な事があります。これまでは、ウィザードを閉じて再び開くと、すべての操作が再

び展開されていました。現在では、ウィザードを再び開いたときに各操作の状態が保持されるだけでなく、ファイル全体

を保存したり、閉じたり、再び開いたりしたときにも保持されます。 

 

  



 

 

 

CAMツリーのフォーカス保持 

このバージョンでは、CAMツリーのハイライトされたアイテムは、CAMウィザードを編集してもフォーカスが維持されま

す。CAMツリーを整理する方法はたくさんありますが、大規模な CAMツリーでは自分の居場所を見失ってしまうことが

あります。これまでは、CAMツリーのアイテムを右クリックして編集しても、ウィザードを終了するまではハイライトされ

た状態しか維持されませんでした。そのため、編集中のアイテムを見失ってしまうことがありました。オンラインフォーラ

ムでは、多くのお客様から、CAMウィザードで編集する際に、編集中の項目がフォーカスされるようにしてほしいという

要望が寄せられていました。その声にお応えし、このバージョンではそれが実現されています。 

フィーチャ編集 

 
 

V33: 項目のフォーカス消失 V34: 項目のフォーカス保持 

  
  

  



 

 

各項目の NCプログラムをポスト 

BobCAD-CAMの最新バージョンでは、プログラムの特定の部分をこれまで以上に簡単にポストできるようになりました。これ

までも、他の部分を「ポスト いいえ」に設定することで、ポストする項目をコントロールすることができましたが、プログラムの

別の部分をポストする必要があるたびにこの作業を行うのは、少し疲れてしまいます。BobCAD-CAMでは、項目を右クリッ

クして「ポスト」または「NC出力」を選択するだけで、その部分だけを出力することができます。これは、単一のフィーチャーや

オペレーション、単一のマシンセットアップ、単一のグループ、単一のインデックスシステム、または巻き付けグループを出力

するために行うことができます。ポストしたいプログラムの部分を切り離すのが、これまで以上に簡単になりました。  

 
 

  



 

 

メモ追加 

新しい「メモ追加」オプションでは、CAMツリーの項目に独自のカスタムポップアップを作成することができます。ポップ

アップは、ソフトウェアのいたるところにあり、機能の目的を簡単に説明するのに最適な方法です。フィーチャーの上に

マウスを移動させるだけで、メモがポップアップします。新しい BobCAD-CAM V34では、独自のツールチップを作成す

ることで、作業をさらに整理するのに役立つ方法を見つけました。項目を右クリックして、「メモ追加」を選択するだけで

す。「メモ追加」ダイアログが表示され、メッセージを入力することができます。OKをクリックすると、CAMツリーのアイテ

ムにメモアイコンが追加されます。次回からは、あなたや他のプログラマーがそのアイコンにカーソルを合わせると、ポ

ップアップが表示されます。メモは以下の項目に追加できます。 

 

• 工程 

• 加工機情報設定 

• フィーチャー 

• 操作 

• インデックスシステム 

• グループ 

 

 

 

 
 

  



 

 

Mill 

Mill Express 

主軸回転方向 

この新しいバージョンでは、ユーザーインターフェースを更新し、工具ページのラジオボタンでスピンドルの方向を更新

できるようになりました。以前、スピンドルの方向を変更するには、スピンドルの回転数を負の値に設定する必要があり

ましたが、今回のバージョンでは、初めての方でも直感的に操作できるようにしました。新しいスピンドル方向のラジオ

ボタンでは、クリックするだけで時計回りと反時計回りのスピンドル方向を切り替えることができます。 

  

 
  

  



 

 

ワークオフセット更新 

新しいポップアップダイアログにより、ワークオフセットの管理が容易になりました。「加工機情報設定」のワークオフセ

ットを更新する場合でも、設定間でフィーチャーを貼り付けする場合でも、すべてのフィーチャーに適切なワークオフセッ

トが適用されていることを常に確認出来ます。「加工機情報設定」を更新する場合、必要に応じて各フィーチャーを更新

しなければなりませんでした。また、あるフィーチャーを他の設定に貼り付けする際には、必要に応じてそのフィーチャ

ーを更新することを忘れないようにしなければなりません。ダイアログでは、これらの作業が自動的に行われます。加

工機情報設定を更新すると、ワークオフセット番号の更新ダイアログが表示され、更新したくないフィーチャーを外すこ

ともでき、「OK」をクリックするだけで完了です。ワークオフセットが異なる加工機情報設定にフィーチャーを貼り付ける

と、自動的に更新するようにダイアログが表示されます。 

 

 ワークオフセットの更新 フィーチャーの貼り付け 

 

 

 

オープンエッジを検出 

全く新しい「オープンエッジの検出」オプションは、選択したサーフェイスのオープンエッジをどのように処理するかをコン

トロールすることができます。これまでの機能では、図形にオープンエッジがあるかどうかを確認することなく、工具をエ

ッジに近づけるツールパスを作成していました。オープンエッジ上で工具を移動させるためには、ワイヤーフレーム図

形を作成し、エッジ上で工具をガイドするために選択する必要がありました。しかし、[Mill 2D フィーチャー要素を選択]

ダイアログで新しい[オープンエッジを検出]オプションを選択するだけで、工具がオープンエッジの上を移動するように

なり、チェックボックスをオフにしておくと、工具がエッジを越えないようになります。  

 

     
オープンエッジの検出 

 
オープンエッジの検出 

    
  



 

 

穴の図形方向 

標準ドリルとクロスドリルを使用する際に、穴を開ける方向が画面に表示されるようになりました。以前から、多軸ドリル

の穴の方向は表示されていましたが、他の方法では方向が表示されていませんでした。すべてのドリル穴加工の間で

少しでも一貫性を持たせるために、すべてのタイプのドリル穴の方向が画面上に表示されるようになりました。 

 

標準ドリル クロスドリル 多軸ドリル 

   
 

  

 

  

  



 

 

Mill 3 Axis Premium 

バリ取り 

新しいバリ取り操作では、複雑なエッジをトリミングしたり、パーツのエッジに面取り/フィレットを適用するツールパスを

自動的に作成することができます。すべての加工部品には、鋭いエッジを処理する必要があります。鋭利なエッジのバ

リは、作業する機械工の安全上の問題であり、部品の機能にも影響を与える可能性があります。本的な 2-3軸部品の

エッジを処理するのは非常に簡単ですが、個々のエッジを選択するのは時間がかかります。新しいバリ取り作業は、自

動フィーチャー検出、自動リンク、自動リードイン、さらには自動衝突検出により、加工プロセスの重要なステップを簡単

に行うことができます。 

 

  
  

これほど多くのエッジを持つパーツは、通常バリ取りには手間がかなり多い作業ですが、モデル全体を選択するだけ

で、BobCAD-CAM V34は必要なツールパスを作成出来ます。バリ取り作業に適した工具が選択されていれば、アンダ

ーカットも自動的に行うことができます。 

 

  
 

  



 

 

Mill 4 Axis Pro 

旋盤ミ-リング 

新しい「旋盤ミーリング」操作は、旋盤とフライスを組み合わせたもので、記録的な速さで材料を削り出すことができま

す。多くの場合、材料をできるだけ早く取り除くために、材料に旋削加工を施します。材料を素早く削る際の唯一の問題

点は、切り屑が適切に破砕されず、鳥の巣と呼ばれる部品に対する大きな山を形成してしまうことです。これは、パー

ツの仕上がりや工具、そして加工者にとって危険な状態となります。「旋盤ミーリング」ツールパスは、4軸または 5軸

のフライス盤や Mill Turnの機械で多くの材料を除去するための超効率的な方法です。加工の効率性とエンドミルの切

りくず処理能力を組み合わせることで、両方の長所を生かし、不安なく材料を素早く除去することができます。 

  

  
  

  



 

 

バリ取り 

複雑な多軸形状ではトリミングパスの作成にパーツ全体のプログラミングと同じくらいの時間がかかることがあります。

新しいバリ取り作業は、自動フィーチャー検出、自動退避、自動進入退出、さらには自動衝突検出により、加工プロセ

スの重要なステップを簡単にします。 

 

  
 

3 Axis Premium と同じく、バリ取り作業に適した工具が選択されていれば、アンダーカットも自動的に行うことができま

す。 

 

 
  

 



 

 

Mill 5 Axis Standard 

3軸から 5軸へ変換 

BobCAD-CAMでは、3軸ツールパスを 5軸モーションに変換することで、3軸動作では届かなかった場所でも、短くて

剛性の高い工具を使って、隙間を作らずに加工することができるようになりました。機械加工では、工具のたわみは部

品の精度に悪影響を及ぼします。それを避けるためには、できるだけ短い工具を使うのが確実ですが、多軸動作で手

の届かない場所には傾斜をつけないと、加工が不可能な部分もあります。3軸から 5軸への変換機能を使用すれば、

標準的な Mill 3 Axis Proの操作を迅速かつ簡単に 5軸ソリューションに変換することができ、必要な精度を維持しなが

ら、低コストでプログラミングを行うことができます。 

 

 

左の画像では、アーバーがモデルに衝突しており、3軸の干渉

チェックを使用した場合、その部分をカットすることができないこ

とがわかります。 

 

5軸に変更することで、干渉チェックを使用し、工具を傾けて衝

突を回避することができます。 

  

注: Mill 5 Axis Premium の「3軸から 5軸へ変換」では、バレルツールを使用できますが、Mill 5 Axis Standard では使

用できません 

  



 

 

Mill 5Axis Pro 

多軸仕上げ 

新しい多軸加工パターンは、多軸荒加工のパワーとスピードを仕上げ加工にもたらします。多軸荒加工は、多軸パー

ツの荒加工を素早く簡単に行うための革命でしたが、これまで仕上げ加工に同様のソリューションは存在しませんでし

た。一般化されたツールパス操作は、必要な設定をすべて備えているので、さまざまな状況で活用できます。これらの

汎用ツールパスは、多軸パーツの床や壁に適用することができましたが、すべての設定があるため、簡単でシンプル

な設計にはなっていませんでした。そのため、目的の結果を得るためには、様々なオプションを駆使して少しずつ試行

錯誤する必要がありました。BobCAD-CAMでは、これらの特殊なツールパスを使って、最小限の入力で床や壁を素早

く簡単に仕上げることができます。  

多軸床仕上げ 

このパスは、多軸パーツのフロアを仕上げるために設計されました。 

  

 
  

多軸壁仕上げ 

このパスは、複数の軸を持つパーツの壁を仕上げるために設計されています。 

 

 
 

注: Mill 5 Axis Premium の多軸仕上げ加工では、バレルツールを使用することができますが、Mill 5 Axis Proでは使

用できません。 

  



 

 

バリ取り 

3軸、4軸と同じく 5軸でもバリ取りツールパス作成が可能です。 

 

 
  

Mill 5Axis Premium 

ポート加工 

BobCAD-CAMの新機能である「ポート加工」は、複雑な内部形状を簡単かつ正確に加工することができます。これは

業界の人々にとっては必須のことです。曲がった内面にツールパスを作成することはこれまでも可能でしたが、忍耐力

を試されたり、処理中にストレスが溜まる確実な方法でもありました。必要な設定や値の組み合わせを見つけるため

に、パラメータの微調整やシミュレーションのダブルチェックの間を何時間も行き来することはもうありません。このツー

ルパスは、ユーザーの最小限の入力でこれらの形状を処理できるように特別に設計されています。ポート加工では、

工具、加工面、そしていくつかのチェックサーフェイスを選択することで、これまで苦労していた結果を得ることができま

す。 

  

    
 

 

 

 

 

 



 

 

マルチブレード 

新しいマルチブレード操作では、マルチブレードパーツのツールパスをこれまで以上に高速に作成することができま

す。CAMシステムの多軸能力を紹介するのに、インペラやブリスクが使われるのには理由があります。掃除機から航

空機まで、あらゆるところで見られるマルチブレードパーツは、5軸パーツの中でも最も加工が難しいパーツです。この

ような複雑なパーツでは、工具の動きをすべてコントロールしなければならないため、可能な設定を熟知し、何時間も

かけてプログラミングする必要があります。マルチブレードには 4つのパターンがあり、パーツの特定の側面を処理す

るために特別に設計されています。荒加工、ブレード仕上げ、ハブ仕上げ、フィレット仕上げの各パターンは、ユーザー

がほとんど入力しなくても最適なツールパスを作成するように設計されています。マルチブレードオペレーションを使用

することで、学習曲線をフラットにし、何時間もかけていたプログラミングを数分に短縮することができます。 

  

荒加工 ハブ仕上げ ブレード仕上げ フィレット仕上げ 

    
  

自動 3+2荒加工 

BobCAD-CAMの「荒加工（Pro）」操作では、複数の平面からの荒加工に取り組むためのインデックスシステムを自動

的に作成する機能があります。これにより、3軸加工では到達できなかった部分に、短くて剛性の高い工具を使用して

も、干渉を起こすことなく加工することができます。機械加工では、工具のたわみは部品の精度に悪影響を及ぼしま

す。それを避けるためには、できるだけ短い工具を使うのが確実ですが、多軸動作で手の届かない場所に傾けること

ができなければ、加工が不可能な部分もあります。「自動 3+2荒加工」を使用すると、標準的なミルの 3軸「荒加工

（Pro）」を迅速かつ簡単に 5軸ソリューションに変えることができ、必要な精度を維持しながら、過去最低のプログラミン

グ時間を維持することができます。 

  

• 自動 - 検索角度の増分、最大ストック、最大チルト範囲を設定できます。他は自動 

• 半自動 - 同じことを行うことができますが、好みのアプローチ方向を指定することができます。 

• 手動 - 完全にコントロールし、各許容加工方向を指定できます。 

  
以下のように、各軸を手動で選択したり、好みの方向を選択したり、あるいは単に BobCADに作業を任せたりする場合でも、3+2 

荒加工はパーツプログラミングに革命をもたらします。 

 

   



 

 

バレル工具による多軸仕上げ 

新しい多軸加工パターンは、多軸荒加工のパワーとスピードを仕上げ加工にもたらします。多軸荒加工は、多軸パー

ツの荒加工を素早く簡単に行うための革命でしたが、これまで仕上げ加工に同様のソリューションは存在しませんでし

た。一般化されたツールパス操作には、必要な設定がすべて含まれているので、さまざまな状況で活用することができ

ます。これらの汎用ツールパスは、多軸パーツの床や壁に適用することができますが、これらの設定は、簡単でシンプ

ルに設計されたものではありませんでした。そのため、目的の結果を得るためには、様々なオプションを駆使して少し

ずつ試行錯誤する必要がありました。BobCAD-CAMでは、これらの特殊なツールパスを使用して、最小限の入力で床

や壁を素早く簡単に仕上げることができます。  

多軸床仕上げ 

このパスは、多軸パーツのフロアを仕上げるために設計されました。 

  

 
  

多軸壁仕上げ 

このパスは、多軸部品の壁を仕上げるために設計されました。 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ポスト 

ポストマネージャーから検索 

新しい BobCAD-CAM V34では、ポストしたコードの検索が、エディタで起動することなく、「ポストマネージャー」で直接

行えるようになりました。これまでの「ポストマネージャー」では、コードを見ることしかできませんでした。しかし、ほとん

どの場合、コードを見たい場合は、NCの中のコードを探すと思います。つまり、コードをポストして、そのコードをエディ

タで起動して、検索しなければなりませんでした。もし、コードが思い通りにならなかったら、エディターを閉じて、プログ

ラムを更新し、再ポストして、エディターを立ち上げ直して、また検索する必要がありました。今回よりポストした後、ポス

トマネージャーをクリックして、Ctrl+Fを押すだけでいいのです。検索バーが表示され、準備は完了です。  

 

APT出力 

BobCAD-CAMでは、ミリングジョブの工具位置を APT形式で出力できるようになりました。従来は、ツールパスを機械

に送る準備ができたら、NC コードを生成するために BobCAD-CAMのデフォルトまたはカスタムのポストプロセッサを

使ってコードをポストしていました。場合によっては、工具の位置情報を.apt ファイルとして入力することで、最終的な

NC コードの作成を処理するサードパーティのポストプロセッサソフトウェアを使用することもあります。このような場合、

「現在の設定」ダイアログで NC ファイルの拡張子を「.apt」に設定することで、簡単にこのフォーマットで出力することが

できます。 

  

.NC .APT 



 

 

  

新たなポスト設問 

ドリルの定型サイクルを出力する際に、ゼロの dwell値を削除することができるように、新しい設問が追加されました。

これまでは、dwell値をデフォルトのゼロのままにしておくと、ポストされたコードがゼロの値を持つ dwell コールを出力

していましたが、そのままにしておくことができます。本バージョンでは、ポスト設問 239「Output 0 dwell value?」を追加

しました。 このポスト設問の値を "n "に設定することで、dwellを使用しない操作にはそのコールが含まれません。 

 

 
 

一般 

.bbcdxのインポート/エクスポート 

リリースされている 3つの製品間で CAMや BobARTなどの情報を共有するために、全く新しいファイルフォーマットを

作成しました。新しい BBCDX ファイルフォーマットは、BobCAD-CAMスタンドアローン、BobCAM for SOLIWORKS、

BobCAM for Rhino をお使いのお客様が、それぞれのシステム間で情報を共有することを可能にします。図形情報はそ

れぞれのシステムで異なりますが、CAMツリー、BobARTツリー、BobARTモデル全体を他のシステムに併合すること

で、これらの製品間で可能な限りの情報を共有することができます。全機能を使用するために必要な各製品の最小バ

ージョンは以下の通りです。 



 

 

• BobCAD-CAM V34 SP0 

• SOLIDWORKS V9 SP1の BobCAM 

• BobCAM for Rhino V1 SP1 

  

名前を付けて.bbcdx を保存 「.bbcdx」を開く 

  
 

 


